
479

第
13
章　

戦
間
期
の
水
道
問
題

松
本　

洋
幸

は
じ
め
に　

　
「
二
一
世
紀
は
水
紛
争
の
時
代
に
な
る
」
と
言
わ
れ
て
久
し
い
が
、
爆
発
的
に
水
需
要
が
高
ま
り
、
欧
米
の
民
間
水
道
会
社
が
グ

ロ
ー
バ
ル
な
水
道
事
業
を
展
開
す
る
な
か
、
二
〇
〇
六
年
厚
生
労
働
省
が
「
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
目
指
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
つ

づ
け
る
水
道
」
を
基
本
理
念
と
し
た
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
作
成
し
、
大
阪
市
・
横
浜
市
な
ど
地
方
自
治
体
も
水
道
技
術
の
海
外
売
り
込
み

に
着
手
し
て
い
る
。
国
内
を
見
る
と
、
地
方
自
治
法
お
よ
び
水
道
法
の
改
正
に
よ
り
、
水
道
業
務
の
一
部
民
営
化
が
始
ま
っ
て
い
る
ほ

か
、
豊
富
な
地
下
水
に
関
心
が
集
ま
り
、
国
内
企
業
の
み
な
ら
ず
、
中
国
を
は
じ
め
海
外
資
本
も
日
本
の
水
資
源
開
発
に
参
入
の
気
配

を
見
せ
る
な
ど
、
今
後
水
道
を
め
ぐ
る
「
政
治
」
が
活
発
化
し
そ
う
な
状
況
で
あ
る
。

　

近
代
水
道
は
都
市
に
不
可
欠
な
衛
生
施
設
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
域
振
興
の
鍵
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
ま
た
安
定
的
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ
な
が
る
可
能
性
を
持
ち
、
さ
ら
に
は
都
市
の
ス
テ
イ
タ
ス
・
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
。
当
然
そ
こ
に
は
、
水
道
敷
設

を
め
ぐ
る
都
市
間
の
競
争

─
た
と
え
ば
水
源
地
を
め
ぐ
る
競
合
関
係
、
政
府
か
ら
の
補
助
金
獲
得
競
争
、
給
水
区
域
を
め
ぐ
る
対
立

な
ど

─
、
安
定
し
た
水
質
・
水
量
を
得
る
た
め
に
他
の
利
水
主
体
（
農
業
用
水
、
工
業
用
水
な
ど
）
と
の
対
立
と
協
調
、
さ
ら
に
は
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水
道
事
業
体
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
議
論

─
公
営
か
民
営
か
、
あ
る
い
は
公
益
と
収
益
の
何
れ
を
優
先
す
る
か
な
ど

─
な
ど
、
様
々

な
「
政
治
」
が
形
成
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
重
層
的
な
「
政
治
」
を
介
し
て
日
本
政
治
史
を
描
く
試
み
は
極
め
て
少
な
く（

１
）、

河

川
・
道
路
・
鉄
道
な
ど
他
の
イ
ン
フ
ラ
に
比
べ
る
と
そ
の
違
い
は
際
立
っ
て
い
る
。

　

戦
前
日
本
に
お
い
て
、
河
川
・
道
路
・
鉄
道
な
ど
が
政
党
の
地
方
利
益
培
養
手
段
と
し
て
機
能
す
る
過
程
で
長
期
計
画
と
し
て
精
緻

化
さ
れ
て
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
水
道
の
場
合
そ
う
し
た
長
期
計
画
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
一
八
九
〇
年
に
公

布
さ
れ
た
水
道
条
例
が
「
水
道
ハ
市
町
村
其
公
費
ヲ
以
テ
ス
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
之
ヲ
布
設
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」（
第
二
条
）
と
の
市
町
村

公
設
主
義
を
と
っ
て
お
り
、
主
管
の
内
務
省
（
一
九
三
七
年
か
ら
は
内
務
省
と
厚
生
省
の
共
管
）
の
関
与
も
補
助
金
支
給
（
河
川
・
道
路
に

比
べ
る
と
は
る
か
に
少
額
）
と
許
認
可
に
と
ど
ま
り
、
各
都
市
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
様
々
な
要
求
を
調
整
・
統
御
・
体
系
化
し
て
水
道
政

策
と
呼
べ
る
も
の
を
整
え
る
主
体
や
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
え
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
ろ
う
。
近
代
日
本
の
体
系
的
な
水
道
史
に
つ
い
て
は

日
本
水
道
協
会
の
『
日
本
水
道
史
』
に
と
ど
ま
る
一
方
、
各
自
治
体
の
水
道
史
が
膨
大
に
編
纂
さ
れ
る
と
い
う
好
対
照
は
、
こ
の
こ
と

を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
大
都
市
の
水
需
要
を
ま
か
な
う
た
め
に
利
根
川
・
淀
川
・
木
曽
川
・
筑
後
川
な
ど
を
対
象
と
す
る
水
資
源
の

総
合
開
発
が
進
め
ら
れ
、
市
町
村
を
超
え
た
都
道
府
県
営
（
な
い
し
は
企
業
団
営
）
の
広
域
水
道
が
、
市
町
村
の
水
道
を
補
完
・
調
整

す
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
な
日
本
の
水
道
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
課
題

を
考
え
て
い
く
う
え
で
、
こ
う
し
た
国
土
全
体
を
俯
瞰
し
た
水
道
政
策
と
い
う
も
の
は
重
要
性
を
増
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

ら
の
シ
ス
テ
ム
は
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
淵
源
は
一
九
三
〇
年
代
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き

る
。

　

本
章
は
、
こ
う
し
た
水
道
事
業
の
持
つ
二
つ
の
側
面
に
留
意
し
な
が
ら
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
日
中
戦
争
に
至
る
ま
で
の
水
道

敷
設
を
め
ぐ
る
「
政
治
史
」
に
注
目
す
る
。
当
該
期
は
、
戦
前
日
本
で
最
も
都
市
化
の
進
行
し
た
時
代
で
、
各
都
市
は
「
大
○
○
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
周
辺
町
村
の
合
併
と
、
都
市
施
設
の
拡
充
を
激
し
く
競
い
合
っ
た
。
と
く
に
関
東
地
方
で
は
、
一
九
三
二
年
に
出
現



481

第 13 章　戦間期の水道問題

し
た
「
大
東
京
」
が
関
東
の
諸
県
に
与
え
た
影
響
は
絶
大
で
あ
っ
た
。
五
郡
八
二
町
村
の
編
入
を
経
て
出
現
し
た
人
口
五
〇
〇
万
の
巨

大
都
市
を
前
に
、
埼
玉
県
・
神
奈
川
県
・
千
葉
県
な
ど
の
各
都
市
で
は
、
大
東
京
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
行
楽
客
の
受
け
皿
と
な
る
べ

く
、
一
斉
に
「
大
○
○
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
市
勢
の
拡
張
を
目
指
し
た
。「「
大
東
京
」
を
頂
点
と
し
た
一
つ
の
「
大
都
市
圏
」

と
し
て
構
造
化
さ
れ
は
じ
め
、
そ
れ
が
都
市
社
会
内
部
の
社
会
的
・
政
治
的
構
造
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
な
っ
た（

２
）」

の
で
あ
る
。

東
京
市
が
小
河
内
ダ
ム
を
水
源
と
す
る
給
水
人
口
六
〇
〇
万
人
超
の
「
大
東
京
水
道
」
を
計
画
す
れ
ば
、
周
辺
の
横
浜
・
川
崎
、
あ
る

い
は
千
葉
・
埼
玉
と
い
っ
た
各
県
で
も
こ
れ
に
呼
応
・
対
抗
し
て
水
道
の
新
設
・
拡
張
を
計
画
し
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
近
郊
の
町

村
の
間
で
も
、
独
自
の
水
道
敷
設
を
目
指
す
か
、
あ
る
い
は
ど
の
都
市
か
ら
給
水
を
受
け
る
か
、
と
い
っ
た
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
い
く

つ
も
の
対
立
・
競
合
関
係
が
生
ま
れ
、
水
道
敷
設
を
め
ぐ
っ
て
様
々
な
レ
ベ
ル
で
の
「
政
治
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
水
道
敷
設
を
め
ぐ
る
対
立
は
水
道
事
業
者
間
の
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
時
局
匡
救
事
業
で
活
発
化
し
た
農
業
利
水
や
、
鉄
鋼
・

機
械
・
化
学
工
業
の
発
達
で
飛
躍
的
に
需
要
が
高
ま
る
工
業
用
水
な
ど
、
他
の
水
資
源
開
発
主
体
と
の
対
立
関
係
が
こ
の
時
期
深
刻
化

し
、
そ
の
調
整
が
重
要
な
政
治
課
題
と
し
て
浮
上
し
た
。
こ
の
過
程
を
通
し
て
、
水
道
界
で
は
水
道
条
例
の
改
正
を
目
指
す
動
き
が
活

発
化
す
る
と
と
も
に
、
内
務
省
は
治
水
・
農
業
利
水
・
工
業
利
水
・
発
電
利
水
な
ど
と
と
も
に
河
水
統
制
と
い
う
水
資
源
開
発
を
め
ぐ

る
政
治
的
ア
リ
ー
ナ
に
参
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
水
道
界
の
激
変
期
に
あ
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一　

昭
和
初
期
の
水
道
界

⑴　

近
代
水
道
の
普
及

　

日
本
の
近
代
水
道
は
、
一
八
八
七
年
の
横
浜
を
嚆
矢
と
し
て
、
一
九
世
紀
末
ま
で
に
函
館
・
長
崎
・
大
阪
・
東
京
・
神
戸
な
ど
三
府

五
港
の
諸
都
市
が
先
鞭
を
つ
け
、
日
清
戦
争
・
日
露
戦
争
を
経
て
、
広
島
・
佐
世
保
・
青
森
・
秋
田
・
高
崎
な
ど
の
軍
隊
駐
留
地
の
ほ

か
、
新
潟
・
水
戸
・
岡
山
・
下
関
・
門
司
な
ど
の
地
方
都
市
・
港
湾
都
市
へ
と
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
敷
設
都
市
は
、
一
九
一
〇
年
の
二




